
【学校教育目標】 育てよう！未来を広げる「賢さ」「優しさ」「逞しさ」 － ふるさと名護屋をステージに －  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月９日（日）の「教育の日」への参観、あり 

がとうございました。 

 発表を見ていただいたり、一緒に工作していた 

だいたりして、子どもたちは、とても嬉しそうで 

した。 

 この日には、「ふれあい道徳」として、地域の 

方や保護者の皆さんに対し、積極的に道徳の授業 

を公開しています。（佐賀県全体の取組です。） 

地域、家庭、学校が協力しながら心の教育をすす 

めていこうとする取組です。授業参観などを利用 

しながら、全学年公開していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

名護屋小学校 学校だより No.4 

   文責 校長 松岡 竜四郎 

長子配付 

2時間目【授業参観】 

 ・1年生 道徳「となりの たぬき」 

 ・2年生 図工「スイミーの大きな魚を 

みんなで作ろう」 

 ・3年生 国語「『わたし』の説明文を書こう」 

 ・4年生 総合「名護屋っ子環境フォーラムをひらこ

う！」 

 ・5年生 道徳「住みよいマンション」 

 ・6年生 道徳「ごみ処理場がやってくる」 

 ・サポートルーム２国語「すらすら読みに挑戦」 

3時間目【ＰＴＡ教育講演会】 

 「言葉はいきもの」北陵高等学校 中野義文教頭先生 

4時間目【原子力災害時児童引き渡し訓練】 

４、５、６年生と保護者の皆様を対象とした教育講演会を開

催しました。エネルギッシュな中野先生のお話に、子どもたち

も聞き入っていました。 

「人が発する言葉は、他の人を救うことがある。でも、人の

命を奪うこともある。」実例や、中野先生の体験をもとに、お

話をしていただきました。心に響く、大変貴重なお話でした。 

参加された保護者の皆様からも、「いいお話が聞けました。

家庭でも話題にしてみます。」など、感想を頂きました。 

６月２４日（月）、日本赤十字社佐賀支部から２名の指導

員さんにお越しいただき、「着衣泳」の講習をしていただき

ました。これから水の事故が増える季節に備えての講習会

でした。 

服を着て水の中に入った子どもたちから、「重い！」とい

う声がたくさん聞こえてきました。この重さが体の動きを

妨げ、事故につながるようです。 

水の事故を防ぐ、貴重な体験の場になりました。 

名護屋小学校では、毎年「韓国学習」の時間が設けられ

ています。今年も６月２０日（木）に第 1回目の学習があ

りました。名護屋城博物館からチョン先生が講師として

いらっしゃいました。 

低学年、中学年、高学年に分かれて学習しました。今回

は、韓国のお金を実際に見せてもらったり、触らせてもら

ったりする時間がありました。とても興味深そうにお金

を手に取っていました。 

日本と似ているところ、違うところなど、いろいろな発

見があったようです。これからの学習も楽しみです。 


